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１ 目的 

本市では、放課後児童健全育成事業を実施するため学童保育室を設置し運営を行って

おり、入退室管理や学童保育料の管理のため、システムを導入しています。現行システ

ムの一部が、国のシステム標準化の対象となっていることから、放課後対策事業（学童

保育）システムのみのシステム構築対応が必要であるため、令和９年１月までに新シス

テムの構築を実施します。 

本情報提供依頼は、新システムの調査・検討を進めるにあたり、新システムに求める

機能、当該機能を実現させるための方法、コスト評価等について、事業者などから広く

意見を収集し、今後実施を予定している調達仕様書作成の際に参考情報として活用させ

ていただくため、積極的な情報提供を求めるものです。 

 

２ 主な業務内容 

  別紙「業務フロー図」を参考にしてください。 

（１）学童保育室（放課後児童クラブ）の運営：市内１３小学校中１７保育室（うち、 

６保育室が公営、１１保育室が民営）  

 

３ 前提条件 

（１）システムの形態等 

システムの形態はＬＧＷＡＮ－ＡＳＰを想定しています。パブリッククラウドに

よる導入も可能ですが、ＶＰＮやアクセス認証などのセキュアな接続が必要になり

ます。 

オンプレミスによるＷｅｂ型及びＣ／Ｓ型による導入も可能ですが、クラウド方

式が望ましいと考えています。 

（２）本市の環境 

ＬＧＷＡＮ－ＡＳＰ等のクラウドシステムは、既設の端末から利用します。 

端末はシンクライアントであるため、ＶＤＩからの接続が原則となります。ＶＤＩ

に対応していない場合は、専用端末の費用を積算する必要があります。 

端末の台数は８台を想定しています。 

オンプレミスにより庁舎内にサーバを設置する場合は、設置場所は本庁舎の仮想基

盤（VMware）とし、子ども支援課とは既設の庁内ＬＡＮによる接続となります。 

本市の仮想基盤(VMware)を利用する場合、WindowsServer2019のOSのライセンス、

本市所有のものを使用するため不要ですが、OSのサポートが終了する前に本市で準備

する最新のOSのサーバへシステムを移行する必要があります。 

その他のソフトウェアのライセンスは積算に含める必要があります。 

OracleDBを使用する場合は本市の仮想基盤は使用できないため、物理サーバの費用

を積算する必要があります。 
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（３）住民情報の連携 

住民情報については、基幹システム（COKAS-R/ADⅡ）から連携する想定です。 

住民情報については、ガバメントクラウドにて標準化した基幹システムからデータ

連携をしますが、自動連携・手動連携のどちらかは決まっていません。 

外字を表示するために、標準システムと同一のフォントに対応する想定ですが、対

応できない場合は代替案などが必要となります。 

 

４ 導入システムの方針 

導入するシステムの方針については以下のとおりとします。 

・ＬＧＷＡＮ－ＡＳＰ等のクラウドでの運用を想定する。 

・パッケージソフトの利用を想定していますが、スクラッチ開発による構築も可とす

る。 

・パッケージソフトは、カスタマイズが必要になるとしても、最小限にとどめ、運用

保守経費を低減すること。 

・操作性がよく、ＥＵＣ機能の充実など汎用性が高いこと。 

・帳票の変更が容易であること。 

・随時、機能強化・バージョンアップ等が予定され陳腐化対策が図られていること。 

・オンプレミスにより庁内にサーバを設置する場合は、原則、既設の仮想基盤に構

築すること。 

・リレーショナルデータベースソフトが選択できる場合は、他の業務システムも含

めた導入運用経費の増大が懸念されるOracleDBは採用せず、他のソフトウェアを

検討すること。 

 

５ 調達スケジュール（案） 

令和５年１０月          情報提供依頼（ＲＦＩ） 

令和６年度から令和７年度     プロポーザルの募集 

          費用調整、見積額精査、契約 

令和７年度から令和８年度     構築、試験運用 

令和９年１月まで         本番運用開始 

※調達スケジュールは、最終の調達時期であり、上記より早くに実施できる場合は、

その時期を明示してください。 

※構築作業の規模等により、スケジュールを見直す場合があります。 

 

６ 情報提供依頼事項 

資料の作成に当たっては、以下に記載する事項に留意して作成してください。 

資料を提供する範囲・内容については、全部又は一部でも可とします。 
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（１）パッケージの特徴 

特に強化・充実させた機能やコンセプト、他社製品と差別化が図られている機能な

どパッケージの特徴 

（２）パッケージの機能 

「様式１号 放課後対策事業業務一覧・パッケージシステム機能確認表」を記入・

提出してください。※シートが機能ごとに分かれておりますので、ご注意ください。 

（３）システムの形態 

本市で実現可能なシステムの形態については、「３ 前提条件」のとおりです。 

（４）システムの構成 

① システムの構成図：各機器の関連図、ネットワーク構成、クラウド接続の方法等

を明らかにした図式等 

② 機器構成：システムを構成するために必要な機器等の台数及び能力 

③ ソフトウェア製品：システム稼働に必要な全てのソフトウェア製品 

④ ネットワーク環境：通信プロトコル、通信速度（帯域） 

（５）データ連携対応 

① 住民基本台帳システムとのデータ連携の項目・方法・仕様等 

（６）バックアップ 

① バックアップ方法 

② バックアップデータ保存期間（世代管理） 

③ バックアップデータのおおよその容量※オンプレミスの場合 

④ データ復元時の対応 

※本市の仮想基盤を使用する場合、本市が仮想サーバ全体をバックアップする。 

（７）運用・保守業務 

システムの円滑な運用のための保守内容及び体制等の内容は次の項目を想定する。

実施予定の保守内容について回答すること。 

全体管理業務、ソフトウェア製品の保守、テーブルメンテナンス、パラメータ設定

等、システム通常運用、構成管理等の維持管理業務、性能管理・リソース管理、シ

ステムチューニング、セキュリティ管理、ハードウェア保守、システム改善の検討、

問い合わせ対応、保守体制、障害時の対応、運用サポート保守費用 等 

（８）構築スケジュール 

期間、スケジュール、体制（受注時から納入時までの作業工程及び体制等） 

（９）データ移行方法 

① 移行元システム：（株）日本システムブレーンズ社製、学童保育システム「こあ

らのランドセル」 

② 新システムへの移行（セットアップ、設定等） 
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（10）概算費用 

クラウド利用料、開発・構築費、ソフトウェアのライセンス及び保守料、ハードウ

ェア費、通信回線費、移行データ抽出費 等 

※各項目の金額、積算内訳を明示してください。 

※サービス提供型での契約も可能な場合は、システムを購入する場合の費用とサー

ビス利用料のそれぞれを明示してください。 

※費用（ランニングコスト）は、５年間のトータルコストと年度毎の内訳が分かる

ように記載してください。 

※５年以内にサーバのOSを最新化する必要がある時は、その費用を積算に含めてく 

ださい。 

※イニシャルコストが高額の場合はリースによる導入を検討しますが、イニシャル

コストは、リース月額ではなく一括購入費用を記載してください。 

※サブスクリプション方式のライセンスのものは、その旨を記載してください。 

※将来システムを別のパッケージへと更改する際にかかる移行データ抽出のため

の経費を明示してください。 

※別途、本市で実施すべき事項等があれば明示してください。 

（11）導入支援 

導入時操作研修、マニュアル整備、各種ドキュメント等 

（12）カスタマイズ対応 

本市の運用に適合させるために必要となるカスタマイズがあれば、その想定範囲

と概算の費用を明示してください。 

積算にあたっては、工数及び単価がわかるよう明示してください。 

また、カスタマイズが不要の場合は、工数１人日の標準的な単価のみを明示して

ください。 

（13）導入実績 

運用期間、導入団体数 等 

スクラッチ開発を想定する場合は、開発実績 等 

 

７ 情報等の取扱い 

本ＲＦＩにおいて、提供を受けた情報、資料は次のとおり取り扱うものとします。 

（１）本ＲＦＩは、学童保育システム「こあらのランドセル」の更改に関する実現性を確

認するための技術や予算規模について、広く情報を得るための手段としたものであり、

契約を前提としたものではありませんので、あらかじめ御了承ください。 

（２）資料の提供にあたって、既存の提案資料、パンフレット等をご活用いただいて構い

ません。また、上記依頼内容に記述する一部の内容の資料提供でも構いません。 

（３）情報の提供を受けた事業者等に対し、後日、子ども支援課から提出された資料等の
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内容等について照会又は追加の資料提供を依頼する場合があります。 

（４）資料についてご説明やデモを行っていただける場合は、事前にご連絡をお願いいた

します。 

（５）ご提供いただいた情報については、本市で使用するものであり、提供者に断りなく

第三者への配布は行いません。ただし、提供を受けた提案、資料等については、今後

実施を予定する仕様提案依頼（ＲＦＰ）等の仕様に反映する場合があります。 

（６）本情報提供依頼に係る資料の作成、提出等に要する費用は御社のご負担でお願いい

たします。 

（７）ご提供していただいた情報・資料につきましては、返却致しません。 

 

８ 資料の提出方法等 

（１）資料の形式 

資料については、Ａ４サイズまたはＡ３サイズの書類により２部提供するほか、同

内容を記録した電子媒体（ＣＤ－Ｒ又はＤＶＤ－Ｒなど）を併せて、「１０ 照会及び

資料の提出先」に記載する提出先に提出社名又は機関等の名称、担当者氏名、担当者

連絡先を明記し提出してください。 

なお、電子媒体によるファイル形式は「Microsoft Word」、「Microsoft Excel」、

「Microsoft Power Point」（カタログ等を添付する場合は、ＰＤＦ形式による提出も

可）で修正可能なファイル形式で作成してください。 

（２）提出する様式に指定のあるものは、必ず指定の様式で提出してください。 

指定の様式では書ききれない場合は、指定の様式に加え追加資料等も可とします。 

指定様式：「様式１号 放課後対策事業業務一覧・パッケージシステム機能確認表」 

（３）提出期限 

令和５年１０月３１日（火）１７時必着 

持参または郵送により提出してください。 

 

９ 本ＲＦＩに関する質問及び回答 

本ＲＦＩに質問がある場合は、以下のとおりとします。 

（１）質問方法 

① 様式２号の質問書に記載し、「１０ 照会及び資料の提出先」あてにFAXにてお問

い合わせください。 

② 件名：「放課後対策事業（学童保育）システムのＲＦＩに関する質問」 

③ 郵送は不可とします。 

（２）質問受付期間 

令和５年１０月５日（木）～令和５年１０月１８日（水）１７時 

令和５年１０月２５日（水）までに個別に回答します。 
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１０ 照会及び資料の提出先 

我孫子市役所 子ども部子ども支援課 

放課後対策・青少年係  髙橋・永原 

〒２７０－１１９２ 千葉県我孫子市我孫子１８５８番地 

電話：０４－７１８５－１４９２ 

FAX：０４－７１８３－３４３７ 


